
 

 

 

 

高圧リークメータ 

ＨＬＭ－２０００ 

取扱説明書 

（第 4 版） 

 

ご使用前に取扱説明書をよくお読みいただき、

ご理解された上で正しくお使い下さい。 

又、ご使用時にすぐにご覧になれる所に、

大切に保存して下さい。 
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TEL  0749‐37‐3664     FAX  0749‐37‐3515 

      東京営業所   〒101-0023  東京都千代田区神田松永町 15 三友ビル 6Ｆ 

TEL  03‐3258‐3731     FAX  03‐3258‐3974 

 

     営業的なお問い合わせ：ｓｅｌｌ-ｉｎｆｏ＠ｓｏｕｋｏｕ.ｃｏ.ｊｐ 
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安全にご使用いただくために 
 
 安全にご使用いただくため、試験装置をご使用になる前に、次の事項を必ずお読 
み下さい。また、仕様に記されている以外で使用しないで下さい。 
  試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。 
  詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。 
 
人体保護における注意事項 
 電気的な過負荷      感電または、発火の恐れがありますので、測定入力には 
          指定された範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。 
 
  パネルの取り外し    試験装置内部には電圧を印加、発生する箇所がありますの 
          で、パネルを取り外さないで下さい。 
 
  機器が濡れた状態    感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用し 
 での使用     ないで下さい。 
 
  ガス中での使用      発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では 
          使用しないで下さい。 
 
機器保護における注意事項 
  外部電源         指定された範囲外の電圧を入力しないで下さい。 
 
  測定入力         指定された範囲外の電圧を印加しないで下さい。 
 
 電池の液もれ    長期間使用しない時は、電池 BOX から電池を取り出して 

下さい。液もれによる腐食の原因となります。 
 
  環 境      ・直射日光や高温多湿、結露するような環境下での、保存や 

使用はしないで下さい。 
・酸、アルカリ、有機溶剤、腐食性ガス等の影響を受ける 

環境で使用しないで下さい。 
・機械的振動が直接伝わる場所での使用、保存はしないで 

下さい。 
・強磁界を発生する物、又は帯電している物の近くで使用し 

ないで下さい。 
・本器は防水、防塵となっていません。ほこりの多い環境や、 

水のかかる環境では使用しないで下さい。 
 
故障と思われる場合  故障と思われる場合は、必ず（株）双興電機製作所 

又は、販売店までご連絡下さい。 
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1．概要 

 高圧回路の絶縁劣化が進行すると不良時に地絡継電器が動作し、突発的な停電 

となり業務に支障をきたすこととなります。 

  漏れ電流を監視する場合、零相変流器（ＺＣＴ）より出力している電圧レベル 

（Ｚ1、Ｚ2 端子）での管理は、継電器の種類により出力レベルが異なり、各需要 

家の状況を把握することは大変困難なこととなります。 

  本製品は、測定電流（１５ｍＡ、２０Ｈｚ）をＺＣＴのｋｔ、ｌｔ端子に印加 

して、各地絡継電器の出力レベルに手動調節し、Ｚ1、Ｚ2 端子に発生する出力電 

圧を漏れ電流値として算出するため、簡単に漏れ電流の計測が行えます。 

 

 

2．仕様 

 １）動作電源  ：単三形アルカリ乾電池（１．５V）８本 

    ＊電池の交換時（約９．５Ｖ以下に電圧低下）に 

バッテリーマーク表示 

    外部電源（DC12V） 

 

 ２）ZCT 測定部 

測定レンジ  ：２０／２００／２０００ｍA 

（ZCT の２次交流電圧を検出） 

   表示部  ：４桁 1/2 デジタル表示 

   計測方式  ：平均値計測の実効値換算方式 

   入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ ：4０ｋΩ 

   測定精度  ：±５％rdg±１０dgt（各レンジの１０％～100%） 

    ＊地絡電流２００ｍA 以下で，ゲイン補正を行う場合 

     です． 

   サンプルレート ：２．５回／ｓ 

   オーバ表示  ：最大桁数値の１のみが表示 

 

 ３）ゲイン校正電流 

出力電流  ：１５ｍA ２０Hz 

   最大負荷ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ ：３０Ω 

   出力精度  ：±０．５ｍA 

 

 ４）記録計出力  ：各測定レンジのＦ．Ｓ．に対してＤＣ２００ｍＶ 

 

５）使用環境 

   使用温度範囲 ： ５～４０℃ 

   使用湿度範囲 ：２０～８０％ 

 



６）外形寸法  ：１３０（Ｄ）×１８３（Ｗ）×１００（Ｈ） 

 

７）重量  ：約１ｋｇ 

 

８）付属品 

   試験用リード線 

   ・測定コード（１．８ｍ）……………………………………………１本 
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   ・端末コード（２０ｃｍ） 

    【クリップタイプ】…………………………………………………１本 

 

 

 

 

 

 

    【圧着端子タイプ】（サンプル） …………………………………１本 

     ＊常時接続するタイプです。 

 

 

 

 

 

 

 

   単三形アルカリ乾電池（本体装着済み）……………………………8 本 

   試験用リード線収納袋…………………………………………………１枚 

   取扱説明書（本書）……………………………………………………１部 

 

  ＊オプション 

   ＡＣアダプタ（入力ＡＣ100Ｖ/出力ＤＣ12Ｖ）…………………１個 
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＊＊注 意＊＊ 

  本装置は地絡継電器の試験用端子(ｋｔ，ｌｔ)に測定電流を流し、ＺＣＴの 

 ２次電圧のレベルに応じて測定感度を調整して、高圧回路の漏れ電流値を測定す 

 る装置です。 

  測定は受電状態で行うため、接続方法を間違えると、地絡継電器が動作する 

場合があります。測定コードの接続は間違えの無いように十分気を付けて下さい。 

尚、それらにより発生した事故および損益等に関しましては、責任を負いかねま 

すのであらかじめご了承下さい。 

 



３．各部名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．表示ディスプレイ 
    測定値を表示します。 
 ２．電源スイッチ 
    本装置のメインスイッチです。 
 ３．記録計出力端子 
    記録計の出力端子です。 

各測定レンジのＦ．Ｓ．に対してＤＣ２００ｍＶを出力します。 
 ４．外部電源端子 
    外部からの電源入力端子です。ＤＣ１２Ｖを入力します。 
 ５．ＺＣＴ端子 
    付属の測定コードを接続し、制御装置(ＺＣＴ)のＺ１、Ｚ２端子からの 

出力電圧を入力します。 
 ６．電流出力端子 
    付属の測定コードを接続し、制御装置(ＺＣＴ)のｋｔ、ｌｔ端子にゲイン 

校正電流を出力します。 
７．ゲイン校正電流出力スイッチ 

    ゲイン校正電流の出力スイッチです。押している状態で出力します。 

又、押しながら右方向に回すと、出力状態がロックされます。 

 ８．電流切替スイッチ 
    測定値のレンジ切替えスイッチです。 
 ９．ゲイン補正ツマミ 
    ゲインの補正調整ツマミです。 
１０．電池ＢＯＸ 
    電池の収納部です。単三形アルカリ乾電池８本を使用します。 
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４．測定方法 

  １．本体の測定端子から、付属の測定コードを被測定物に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続図 

 

＊＊危険＊＊ 

被測定物への接続は、感電またはショートにくれぐれも注意して行って 

下さい。 

 

＊＊注意＊＊ 

接続を誤って、端末コードのｋｔ，ｌｔクリップをＺＣＴのＺ１，Ｚ２ 

端子に接続した場合、地絡継電器が動作する恐れがあります。 

ＺＣＴのＺ１，Ｚ２端子にはｋｔ，ｌｔクリップを絶対に接続しないで 

下さい。 
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＊測定コードの接続について 

    端末コードには「クリップタイプ」と「圧着端子タイプ」とがあります。 

    ・クリップタイプ・・・・先端がクリップになっており、測定を行う時に 

                だけ接続をするタイプです。 

 

・圧着端子タイプ・・・・先端が圧着端子になっており、常時接続をして

（サンプル）     おくタイプです。 

＊コードの誤接続による地絡継電器の動作防止 

用です。 
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・制御装置の端子台に常時接続 

しておきます。 

 

 

                    ・測定時に測定コードを接続します。 

 

   測定コードと端末コードのコネクタどうしを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    コネクタが“パチッ”と音がするまで差込み、ロックがしっかりと掛かっ 

   ていることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 



  １．電流切替スイッチを“２００ｍＡ”に切替えて下さい。 

 

  ２．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

 

  ３．ゲイン校正電流出力スイッチを押した状態で、表示ディスプレイの数値が 

   「１５．0ｍＡ±０．５ｍＡ」の範囲に入るようにゲイン補正ツマミを回して 

下さい。 

   ＊ゲイン補正調整では、測定の状況により数値が多少変動するため、 

    １４．５ｍＡ～１５．５ｍＡの範囲に入るように調整して下さい。 

＊ゲイン校正電流出力スイッチは押しながら右方向に回すと、出力状態が 

ロックされます。 

   ＊ゲイン校正電流出力スイッチを押している間、表示ディスプレイの左上に 

    “  ”のマークが表示します。 

 

●●ゲイン補正調整が出来ない場合●● 

 地絡継電器のメーカによっては、ゲイン補正ツマミをいっぱい回しても 

数ｍＡ程度しか表示せず、ゲイン補正調整が出来ない場合があります。 

 原因は、地絡継電器の電流入力部に内蔵されているフィルター回路により 

異周波（２０Ｈｚ）の信号をカットするためです。 

 この様な場合は、ゲイン補正調整は不可能ですが、ゲイン補正ツマミの 

くぼみがほぼ中央になる位置に回して頂くと、おおよそで一般的な地絡継電 

器のＺ1、Ｚ2 間の出力レベルが合っている所になります。 

尚、正確にゲイン補正調整を行う場合には、年次点検時の停電状態の時に、 

ＧＲ試験器等でゲイン校正電流として１５ｍＡの電流を流して頂き、表示 

ディスプレイの数値を１５．0ｍＡ±０．５ｍＡの範囲に入るようにゲイン 

補正ツマミを回し、その時のツマミ位置を確認する様にして下さい。 

 

 ４．ゲイン補正調整ができれば、ゲイン校正電流出力スイッチを押すのを止め 

て下さい。 

 

  ５．表示ディスプレイの数値を確認して、電流切替スイッチを適したレンジに 

切替えて下さい。 

   ＊表示ディスプレイの最大桁にだけ“１”の表示が出た場合は、測定値が 

電流切替スイッチのレンジをオーバーしているか又は、測定コードの接続 

に問題があります。 

    電流切替レンジを高いレンジに切替えるか又は、測定コードの接続に問題 

が無いか確認して下さい。 
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  ６．表示ディスプレイの数値が高圧回路の漏れ電流となります。 

   ＊漏れ電流の値を連続的に測定したい場合は、記録計出力端子に記録計を 

接続します。又、長時間測定を行う場合は、外部電源端子にＡＣアダプタ 

（ＤＣ１２Ｖ）の電源を供給します。 

 

  ７．測定が終われば、電源スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。 



５．電池の交換 

  １．表示ディスプレイの左下に“   ”のマークが表示している場合は、電池 

電圧が低下（約９．５Ｖ以下に低下）しているため、電池の交換が必要です。 

 

  ２．電源スイッチを“ＯＦＦ”にして、測定コードを測定端子から外して下さ 

   い。 

 

  ３．本体底面に付いているネジ２個をゆるめて、電池ＢＯＸのフタを外して 

   下さい。 

 

  ４．電池は８本共全て新しい電池と交換して下さい。又、交換の際は電極を 

間違えないように十分注意して下さい。 

    電池：単三形アルカリ乾電池×８本 

 

  ５．電池ＢＯＸのフタを取り付け、ネジ２個をしっかりと締め付けて下さい。 

 

＊＊危険＊＊ 

・本体が濡れている状態で電池ＢＯＸのフタを開けることは絶対にしない 

 で下さい。 

・測定中の電池交換は絶対にしないで下さい。 

 電池交換の際は電源スイッチを“ＯＦＦ”にして、測定コードを外して 

から行って下さい。 

 

＊＊注意＊＊ 

・電池は新しい物と古い物を混ぜて使用しないで下さい。 

・電池は使用推奨期限内の物を使用して下さい。 

・電池は極性を間違わないよう、電池ＢＯＸ内の刻印の向きに合わせて入 

 れて下さい。 

・長期間使用しない時は、電池ＢＯＸから電池を取り出して下さい。 
 液もれによる腐食の原因となります。 
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６．外形図 
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